
海と灯台プロジェクト
海と灯台ネットワーク事業（海と日本2021）

報告書

2022年4月4日
全国灯台文化価値創造フォーラム



海と灯台ウィーク特設サイト運営
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海と灯台ウィーク特設サイト運営

＜実施内容＞海上保安庁の連携イベントの開催情報、「海と灯台のまち」46市町村の「海と灯台ステーション」の
設置情報、「海と灯台」映像企画のアーカイブスなど、「海と灯台ウィーク」関連施策を網羅。また、
SNSを活用して上述の情報やSNSキャンペーンを駆使して拡散。
「海と灯台ウィーク」サイト：https://toudai.uminohi.jp/todai-week/

実施概要

「海と灯台ウィーク」関連施策をすべて網羅して、全体広報の受け皿として機能

https://toudai.uminohi.jp/todai-week/


海と灯台ウィーク写真投稿キャンペーン
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海と灯台ウィーク写真投稿キャンペーン

＜実施期間＞2021年11月1日～11月19日（金）23:59
＜投稿内容＞①：私の思い出の灯台写真 ②：私の好きな灯台のある風景

いずれかのテーマに沿った灯台写真を投稿いただく。
＜景品＞ ①：全国5か所から選べる「灯台を訪ねる旅」1泊2日旅行＜2組4名様＞

②：灯台型のインテリア雑貨＜20名様＞
＜ハッシュタグ＞#海と灯台ウィーク #海と灯台プロジェクト #海と日本 #日本財団

の4つのいずれかを付けて投稿いただく。

実施概要

11月1日～8日に開催される「海と灯台ウィーク」にちなんで、灯台写真の投稿キャンペーンを実施。
集客を促進し、ムーブメント創出に貢献。



特設サイト作成

※海と灯台ウイークサイトの
トップページにもバナーを設置。



Twitterアカウント運用
10/20 初回投稿 10/31 キャンペーン開始前日10/20 アカウント設置

※最終的に107フォロワーに
「いいね」やRTをしていただく。



Twitterアカウント運用

11/1～11/19 1日1回投稿 ※毎日灯台の写真を差し替えて投稿



応募投稿
10/20～11/19の期間中に計130件の投稿をいただく



応募投稿データ
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投稿数

▼10/20初回投稿～11/19締切の期間中に、計130件の投稿をいただく。

▼投稿アカウント数＝計60アカウント。

▼同一アカウントで複数回投稿されているケースもあり。
※最多は1アカウントで12投稿。

投稿数

10月20日 0

10月21日 0

10月22日 1

10月23日 1

10月24日 0

10月25日 1

10月26日 0

10月27日 0

10月28日 0

10月29日 0

10月30日 0

10月31日 2

11月1日 14

11月2日 2

11月3日 9

11月4日 4

11月5日 15

11月6日 2

11月7日 8

11月8日 11

11月9日 25

11月10日 3

11月11日 1

11月12日 1

11月13日 1

11月14日 6

11月15日 3

11月16日 2

11月17日 2

11月18日 5

11月19日 11

計 130



応募投稿データ

テーマ選択

私の思い出の灯台写真 60

私の好きな灯台のある風景 32

私にとって思い出の灯台はもう無い 1

本物の灯台ではないけど 1

なし 36

計 130

景品選択

① 31

② 69

なし 30

46%

24%

1%1%

28%

テーマ選択

1

2

3

4

5

24%

53%

23%

景品選択

1

2

3

・私の思い出の灯台写真=46％。
・私の好きな灯台のある風景=24%
・記載無し＝28%
※イレギュラーな記載が1%

・①「灯台を訪ねる旅」1泊2日旅行希望=24％。
・② 灯台型インテリア雑貨希望者=53%
・記載無し＝23%



メディア露出
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メディア露出
海と灯台ウィーク関連にて全国で145の各種メディアで紹介

TV 45本 WEB 97本 新聞 3紙（11月末時点）
＜テレビ・WEBニュース＞

和歌山県：テレビ和歌山
「６WAKAイブニング」 11/２

沖縄県：琉球放送
「海DO宝」 10/27

オリジナル番組（60分）
東京都：BSテレ東 10月31日（日）16:00～17:00 ※番宣：10月25日、30日、31日 計3回
岐阜県：岐阜放送 11月4日（木）19:58～20:58
愛媛県：南海放送 11月7日（日）16:00～17:00
福井県：福井テレビ 11月17日（水）14:50～15:50
栃木県：とちぎテレビ 11月20日（土）18:00～17:00
滋賀県：びわ湖放送 1月2日（日）8:00～9:00
高知県：テレビ高知 放送日調整中

香川県：西日本放送
「Ｅｖｅｒｙフライデー」11/5

大分県：テレビ大分
「海と日本プロジェクトin大分県」11/2

各エリア局有識者ミニ番組
広島県：RCCテレビ「ランキンLAND！」10月22日（金）・11月5日（金）
佐賀県：サガテレビ「海と日本プロジェクトin佐賀」11月3日（水）
愛媛県：南海放送「海と日本プロジェクトinえひめ」10月29日（金）
沖縄県：琉球放送「海DO宝」10月27日（水）
大分県：テレビ大分「海と日本プロジェクトin大分県」11月2日（火）
宮城県：東北放送「海と日本プロジェクトｉｎみやぎ」11月7日（日）
香川県：西日本放送「Ｅｖｅｒｙフライデー」11月5日（金）
秋田県：秋田テレビ「海と日本project in 秋田県」10月31日（日）
富山県：富山テレビ放送「ライブBBT」11月5日（金）
福岡県：RKB毎日放送「「チャギハ！」11月7日（日）
和歌山県：テレビ和歌山「「６WAKAイブニング」11月2日（火）
鳥取県：日本海テレビ「SEA TOTTORI2021」11月5日（金）
このほか、全国の地方局全37局によりミニ番組の放送およびWEBニュース
での配信。

富山県：FNNプライムオンライン

愛媛県：南海放送
「海と日本プロジェクトinえひめ」 10/27

鳥取県：日本海テレビ
「SEA TOTTORI2021」 11/5

宮城県：東北放送
「海と日本プロジェクトｉｎみやぎ」11/7

青森県：青森テレビ
「海と日本プロジェクトｉｎ青森」
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パブリシティ（新聞）

発刊日 媒体名 見出し 本文 掲載量

2021年11月2日 大阪読売新聞 笠岡・六島灯台　あす、一般公開　水島海保＝岡山

灯台をＰＲする「海と灯台ウィーク」（１～８日）にあわせて、水島海上保安部は３日午前１０時３０

分～午後４時、笠岡市の六島灯台を一般公開する。担当者は「灯台見学と一緒に島でのんびりとした時

間を過ごしてみては」と呼びかけている。

　同海保によると、六島灯台は１９２２年１２月に県内で最初に設置された灯台で、瀬戸内海を通る

船の「みちしるべ」として現在も稼働。普段は無人で、職員が年に２回、点検している。一般公開は年２

回程度で貴重な機会だという。

　当日は職員が説明対応する。見学費用は無料だが、ＪＲ笠岡駅近くの住吉港と六島の往復運賃１人

２５６０円が必要（１日４往復、片道約１時間）。問い合わせは同海保（０８６・４４０・０２２

１）。

朝刊 32ページ 310文字

2021年11月2日
日刊速報

水産タイムス
海と灯台ウィーク、11月８日開幕

「海と灯台プロジェクト」を運営する全国灯台文化価値創造フォーラムは、日本財団が海上保安庁とともに

設定した「海と灯台ウィーク」を11月１日～８日に開催する。

　「海と灯台ウィーク」は11月１日の「灯台記念日」に合わせて開催される。全国一斉に「灯台へ行こう！」

と呼びかけ、灯台の持つ魅力的な景観や社会・歴史的な意義（貢献）を伝えるため灯台を巡る様々な

企画を展開する。

　海上保安庁や地方自治体などの関係団体と連携し、全国42箇所の灯台での一般開放や展示・講話

等のイベント、来訪者への灯台グッズプレゼント、全国46市町村との灯台来場促進キャンペーンを実施す

る。

　また、灯台の奥深い世界の広がりを魅力的に伝えるオリジナル「海と灯台」知識紀行番組を制作。学術

的エンターテイメントとして各種メディアで放映する。歌舞伎役者の中村獅童氏、フリーアナウンサーの笠井

信輔氏が実際の灯台を巡り、「近代史」「建築」「地域とのつながり」など、様々な視点から探訪する。

2ページ 418文字

2021年10月29日 毎日新聞
海と日本プロジェクト：

「海と灯台ウィーク」始まります　／宮崎

＜海と日本ＰＲＯＪＥＣＴ　ＭＲＴ宮崎放送×毎日新聞＞

　１１月１日（月）は灯台記念日です。日本財団と海上保安庁は１１月１～８日を「海と灯台ウィー

ク」と銘打ち、全国でさまざまな取り組みを行い、存在意識が薄れつつある灯台を見直し、地域の人々とコ

ミュニティの活性化を目指します。海と日本プロジェクト㏌みやざきは１１月２日（火）午後６時５５分

から、日南市南郷町にある鞍埼灯台についてＭＲＴテレビで放送します。

　鞍埼灯台は、日南市南郷町の無人島大島にある、県内で最も古い灯台で、国内で初めて日本人の技

術者によって設計されたものです。また、日本最古の無筋コンクリート造りの灯台で、近代化産業遺産に指

定され、歴史的な価値が非常に高いものです。１８８４（明治１７）年８月１５日の初点灯以来、

第二次世界大戦で何度も空襲を受け破壊されましたが、復旧を繰り返し、今も私たちの暮らしを照らし、

大島のシンボルとして油津港や目井津港などに帰航する船舶の指標となっています。

　鞍埼灯台の歴史を知る大島プロジェクト会議の若松俊二会長に鞍埼灯台の歴史やそれに関わる人々の

話を聞いていますので、ぜひご覧ください。＜海と日本プロジェクト㏌みやざきメッセンジャー　宇田川紗稚＞

地方版　23ページ 607文字
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投稿記事一覧

パブリシティ（ニュースサイト）
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投稿記事一覧

パブリシティ（ニュースサイト）
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海と灯台フォーラム



代官山蔦屋書店でフォーラム開催。フォーラムの様子はYouTubeライブで配信。

海と灯台フォーラム2021

例年日本財団ビル大会議室で関係者に向けて開催していた『海と灯台フォーラム』を、今年は代官山蔦屋書店を
会場に、一般聴講者も観覧できる環境で開催。合わせてYouTubeライブで配信することにより、全国の海と灯台
のまち連絡会参画自治体やエリア局関係者、更には灯台ファンを始めとした一般聴講者が鑑賞できる環境を整え
た。
二部構成のトークセッションは、灯台有識者の他にバラエティ豊かな異分野のゲストを招き、文化的なクロストークを
実現。また、灯台の新たな利活用を実践する、石川県・禄剛埼灯台／長崎県・伊王島灯台と中継を結び、奥行
きのあるトークセッションとなった。



灯台装飾物・書籍・海プロ開発商品で代官山蔦屋書店をカバー。

海と灯台フォーラム2021

『海と灯台フォーラム2021』のキービジュアルを配した、ポスター／デジタルサイネージ／ミニのぼり／コースターを製
作。代官山蔦屋書店イベントスペースに設置。
また、灯台に関連した書籍と、海と日本プロジェクト開発商品をイベントスペース周辺に配置することで、代官山蔦
屋書店シェアラウンジに訪れた利用客に、『海と灯台フォーラム』を訴求した。



全国12ケ所の蔦屋書店シェアラウンジでYouTubeライブ上映。

海と灯台フォーラム2021

『海と灯台フォーラム2021』YouTubeライブを、全国12ケ所（北海道／新潟／東京・渋谷／東京・田町／東
京・二子玉川／神奈川・川崎／神奈川・湘南／名古屋／大阪・梅田／大阪・枚方／福岡空港／福岡・西
新）の蔦屋書店シェアラウンジで上映。



全国12ケ所の蔦屋書店シェアラウンジで海と日本プロジェクト開発商品展示。

海と灯台フォーラム2021

海と日本プロジェクト開発商品を、全国12ケ所（北海道／新潟／東京・渋谷／東京・田町／東京・二子玉川
／神奈川・川崎／神奈川・湘南／名古屋／大阪・梅田／大阪・枚方／福岡空港／福岡・西新）の蔦屋書店
シェアラウンジに展示。


